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緒言

ホンダワラ属藻類(褐藻綱ヒパマタ目)は北海道から南西

諸島に至る全国各地に分布し，潮間帯下部から水深 10m前

後にかけての岩礁域にガラモ場と呼ばれる群落を形成する

(吉田 2004)。ガラモ場は沿岸域における基礎生産の場とし

て機能し，海洋生物の生息や摂餌，産卵の場として重要な役

割を担っており，種多様性の維持や水産資源の持続的利用等

の観点からも重要視されている(大野 1985，新井2002)。

九州南部の海藻植生は，温帯性種を中心とした海藻群落と

亜熱帯性種を中心とした海藻群落の推移帯 (Ecotone) に位

置しており，温帝域に主な分布域を持つ温帯性海藻と亜熱帯

域に主な分布域を持つ亜熱帯性海藻が混生する海域として知

られている(寺田ら 2004)。本海域では，薩摩半島北西部等

に見られるアントクメ EckloniopsisradicosαOkamuraや鹿

児島湾を自然分布の南限とするワカメ Undariapinnat併da

(H訂vey)Suringarを除き，ガラモ場が景観的に卓越する唯

一の海藻藻場となっている(寺田ら 2004)。特に，薩摩，大

隅両半島南部の外海に面した場所にはフタエモク Sargassum

duplicatum Bory等の亜熱帯性種が多く見られるのに対L，

鹿児島湾奥部にはマメタワラSargassumpilul俳rum(Tuner) 

C. Agardh等の温帯性種が優占しており，鹿児島湾中南部

では両者の混生群落が見られる(田中・糸野 1969，新村

1990，島袋ら 2007a，b)。

1980年代以降，日本各地で藻場の減少が報告されており，

藻場生態系の現状把握や保全，再生に関する事業が様々な枠

組みで試みられている(大野 2003，水産庁 2009，環境省自

然環境局生物多様性センター 2008)。鹿児島湾中央部に位置

する桜島の藻場については，野呂・南波(1989)が温帯性種

のガラモ場を報告しているが，現在では当時の報告になかっ

たキレパモク Sargassumaltemato-pinnatum Yamadaやマ

ジリモク Sargassumcarpophyllum J. Agardhが確認される

など(土屋ら 2010)，藻場構成種の変化が示唆されている。

藻場構成種の変化や分布変動に関しては，海水温の変化と

関連することがいくつかの報告で示唆されている(平岡ら

2005，島袋ら 2007a，b)。特に，温帯・亜熱帯性海藻の推移

帯である九州南部は，本海域を分布の北限または南限とする

種類が多く，海水温の変化の影響を強く受けることが考えら

れる。このため，九州南部では藻場の群落構造や生育環境を

的確に把握するとともに，今後の変化を予測するための各種

の生長や至適水温の特性等の知見の集積が求められている。

本研究では，温帯性海藻のガラモ場に亜熱帯性種が混生す

る桜島のガラモ場を調査地とし，マメタワラ，ヤツマタモ
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クSargassumpatens C. Agardh，コプクロモク Sargassum

crispifolium Yamada，キレパモクの群落構造と季節性，生

育環境を明らかにすることを目的とした。また，調査地近傍

の財団法人庫児島県栽培漁業協会(垂水市)が取水する海水

温データ(1972年から 2010年)を解析し，最高・最低水

温等の年変化と藻場を取りまく今後の変化の可能性について

考察をおこなった。

材料および方法

群落構造と季節変化，生育環境

季節的消長の調査については，鹿児島県鹿児島市桜島町袴

腰(大正溶岩)の岩礁域 (31035'N， 130035' E)において，

2009年5月から 2010年4月まで計8回実施した (Fig.1)。

調査はSCUBAまたは素潜りで実施し，毎回それぞれの種に

ついて大型個体を 10個体採取した。採取した材料は鹿児島

大学水産学部に持ち帰り，気胞や生殖器床の有無等を観察後，

藻長，乾重量を測定した。寝長は付着器の最下部から最長の

主枝の先端までとし，乾重量は護体を乾燥器 (TSEDrying 

Oven，三洋電機株式会社)で600C，48時間以上乾燥させ

てから電子天秤(1212MP，Sartorius AG)で測定した。なお，

本研究での成熟は，藻体の葉股上に生殖器床が形成された時

期とした。また， 2009年5月から 2009年7月に採集した

マメタワラ (n=28)とヤツマタモク (n=30)について，測

定した個体の付着器から厚さ 1mrn程度の切片を作成し，年

輪様組織(縦断固における暗帯の本数)を実体顕微鏡 (SMZ

1500，株式会社ニコン)で観察した。
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Fig. 1. Map of Japan and Kagoshima showing the study site in this 
study. 

海藻群落の垂直分布構造の調査は，ライントランセクト法

を用いて 2010年5月17日に実施した。調査地の潮間帯最

上部に3ヶ所の基点(測線1:31・35.440'N， 130035.543' E; 

測線2:31・35.445'N， 130035.551' E;測線3:31035.451'N， 

130035.556' E)を設置し，沖合(北西320度)に 50mの

調査測線を3本平行に設置した。各測線では，約5mの間隔

で50cm四方の方形枠を設置し，海藻類の被度と底質，水

深を目視により記録した。

水質は，ハンデイメーター (Mode185または556MPS， 

YSI Incorporated) を用いて溶存酸素量 (DO) と塩分

(psu) ，水温を調査時に生育水深で毎回測定した。なお，デー

ターロガー(HOBOPendant Data Logger UA・002，Onset

Computer Corporation)も併せて用い， 2009年6月13日

から 2010年6月15日の水温を毎日記録した。また，調査

時には生育水深の海水を採水し，研究室において吸光光度計

(DR 2700， HACH Company)を用いて栄養塩(溶存無機

窒素 (DIN)， リン酸態リン (P04-P))を測定した。なお，

溶存無機窒素 (DIN)は硝酸態窒素 (N03・N)，亜硝酸態窒

素 (N02・N)，アンモニア態窒素 (NH4-N)の合計値とし，

硝酸態窒素の測定はカドミウム還元法，亜硝酸態窒素はジア

ゾ化法，アンモニア態窒素はサリチル酸法， リン酸態リンは

アスコルビン酸法を用いた。

海水温の経年変化

1972年から 2010年までの鹿児島湾中央部の水温に関して

は，調査地から約 15km南東に位置する財団法人鹿児島県

栽培漁業協会が沖合400m，水深8m付近で取水する海水

の水温測定データを解析した。解析には，夏季 (8月)平均

と冬季 (2月)平均，年平均水温の回帰直線を求め，伊藤・

見延 (2010)に従い，それぞれの回帰係数の検定をおこなっ

た。

結果

群落の分布構造

調査地の潮間帯は緩やかに傾斜する溶岩性の転石帯であ

り，潮間帯下部から漸深帯にかけての底質は岩盤 (Bedrock)

または岩塊 (Rock)，大石 (Boulder)で主に形成されていた。

潮間帯下部では，水深0・1mにヒジキSargassumfusiforme 
(H紅vey)Okamuraが優占していた (Table1)。また，水

深 1・2mにかけては，マメタワラやイソモク Sargassum

hemiphyllum (Turner) C. Agardhが優占するガラモ場となっ

ており，ヤツマタモクが混生した。一方，調査測線によって

は同じ水深帯にコプクロモクやキレパモクも見られたが，マ

メタワラと同所的に見られる場所ではより深い場所に見ら

れた。ガラモ場が形成されている場所では，ホンダワラ属

藻類の被度が50%以上と優占したが，下草としてウミウチ

ワPadinaarborescens Holmesやフクロノリ Co，伊omenia

sinuosa (Mertens ex Ro血)Derbes et Solier，マクサGelidium

elegans Kutzing，石灰藻類が見られた。調査地は大正時代
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の噴火で流出した溶岩の先端部に位置し，漸深帯は離岸距離

50mで水深約8mと急峻に落ち込んで、いた。

鹿児島湾産ホンダワラ属藻類4種の季節消長

季節的消長

マメタワラは2009年5月に藻長 1313mm，乾重量29.99

gを示して最大となり， 5月から 7月にかけて成熟した (Fig.

2，3)。成熟後，葉や気胞，枝の脱落に伴って藻長，乾重量共

に減少し， 9月に藻長35mm，乾重量1.54g， 10月には 25

mm， 0.58 gまで減少し，最低となった。本種の古い主枝は

成熟後に枯死流失したが，付着器と翌年生長する新主枝は生

残した。秋季から冬季にかけて生長は停滞し， 2010年 1月

は藻長44mm，乾重量0.96gとなった。その後，新主枝が

急速に伸長し， 3月に藻長 104mm，乾重量0.99g， 4月に

605 mm， 6.62 gと生長した。

ヤツマタモクは 2009年5月に藻長941mm，乾重量

17.00 gを示し，乾重量が最大となった。また， 6月には藻

長994mm，乾重量 15.51gとなって藻長も最大に達し， 5 

月から 7月にかけて成熟した。成熟後，各部位の枯死流失に

伴って藻長，乾重量共に減少し， 9月に藻長35mm，乾重量

1.57 g， 10月には 26mm， 0.58 gまで減少し，最低となっ

た。マメタワラと同様に，ヤツマタモクも付着器と新主枝が

生残したが，秋季から冬季にかけて生長は停滞し， 2010年

l月は藻長48mm，乾重量0.90gだ、った。その後，新主枝

が急速に伸長し， 3月に藻長 105mm，乾重量0.97g， 4月

に480mm， 3.38 gと生長した。マメタワラ，ヤツマタモク

の年輪様組織は，共に最大3本まで確認できたが，最も多く

見られたのは2本だった (Fig.4， 5)。一方，年輪様組織の

見られない大型個体は観察されなかった。

コブクロモクは2009年5月に藻長552mm，乾重量5.44g，

6月に 550mm， 18.25 g， 7月には558mm， 24.60 gと藻

長はほぼ同程度だったが，乾重量は増加し， 7月に最大となっ

た。また， 6月から 7月にかけて成熟した (Fig.2， 3)。成熟

後，藻体は枯死流失し， 9月には消失した。一方，本種の新

規個体は 2010年 1月に確認され，藻長29mm，乾重量0.02

gだった。その後， 3月には藻長69mm，乾重量0.16g， 4 
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Fig. 2. Seasonal changes of the plant length of fOUf Sargassum 
species， S. pilulザerum，S. patens， S. crispifolium， S. alternato-
pinnatum， at Sakurajima， Kagoshima Prefecture， from May 2009 
through April 2010. Eπor bars: S. D.， NC: Not collected. 

月に 212mm， 2.03 gと徐々に生長が見られた。

キレパモクは 2009年5月に藻長 242mm，乾重量 2.27

g， 6月に 243mm， 2.68 g， 7月には 294mm， 3.70 gと体

サイズは徐々に生長し， 6月から 7月にかけて成熟した。成

熟後，藻体は枯死流失し，コブクロモクと同様に9月には消

失した。その後， 2010年4月に本種の新規個体が確認され，

藻長 184mm，乾重量0.47gだ、った。

生育環境

調査期間中にデーターロガーで計測した水温は，最低 15.6

OC (2月7日)から最高 29.4oC (8月31日)の聞で推移し

た (Fig.6)。特に，水温は4月から 7月にかけて 170C前

40 

;;」占 S. piluliferum 

25 
20 
15 
10 
5 。
25 

20 I 1 T S. patens 

m 15 fコE 

事 10
てc3 5 

Eω 、ーL 。
e) 30 

主~:I rA  S. crispifolium 
.~ 20 
ω 3: 15 

E10  

51'冒 ¥ NC 。
5 

S. alternato-pinnatum 

3 

2 

NC NC NC Gl 。
MJ  JASONDJ  FMAM  
2009 2010 

Fig. 3. Seasonal changes of the dry weight of four Sargassum 
species， S. pilulφrum， S. patens， S. crispifolium， S. alternato-
pinnatum， at Sakurajima， Kagoshima Prefecture， from May 2009 
through April 2010. E町Ofbars: S. D.， NC: Not collected. 

後から 280C前後に著しく上昇した (Table2)。一方，主枝

が脱落した 8月以降は 1月にかけて徐々に低下し， 9月7日

に28.9oC， 10月26日に22.9oC， 1月30日に 17.0oCだった。

海水中の溶存酸素量 (DO)は， 7.08 mg L" (6月7日)

から 9.93mg L-' (7月3日)の聞を示し，貧酸素環境は見

られなかった。塩分は 30.0psu (4月 14日)から 34.4psu (5 

月17日)で推移したが，雨天時を除いて概ね33-34psuだっ

た。

海水中の溶存無機窒素 (DIN)は1.71凶iI(3月7日)か

ら4.50凶iI(9月7日)で推移し，溶存無機リン (DIP)は0.21

μM (7月3日)から 0.97μM(9月7日)の聞を示した。
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海水温の経年変化

1972年から 2010年にかけての鹿児島県栽培漁業協会のt[5l

水水温を Fig.7に示した。期間中の平均水祖は 21.4'cだっ
たが，年ごとの年間平均水視は 1998年が22.50Cと最も高

く，最低は 1982年の 20.80Cだった。夏季平均水温 (8月
の1ヶ月平均)は， 1998年の 30.1oCが最も高く， i在低は

1992年の25.50Cだった。冬季平均水温(2月の lヶ月平均)

は， 2010年の 17.30Cが最も高く 最低は 1978年の 14.3
oCだった。年平均，夏季，冬季水温は年によって増減したが，

回帰直線は年平均水温で‘y=0.0058x+9.899，夏季平均7J<71n't

でy=O.O1 73x-6.4277，冬季平均水温で y=0.0286x-41.184

となり，年平均や夏季水温はほぼ横ばいだ、ったが，冬季7J<il~l

は38年間で約 1oC上昇していた。それぞ、れの回帰霞線の回

帰係数を検定した結果，年平均と夏季平均水温の回帰係数が

Oではないことに対しては有意と認められなかったが，冬季

平均水瓶は有意と認められた (pく0.05)。

考察

桜島の袴腰(大正溶岩)では，マメ タワラ，ヤツマタモ

ク，イ ソモク，ヒジキ，コブク ロモク， キレパモクによる高

密度なガラモ場が確認された。このうち，マメタワラやイソ

モク，ヤツマタモクは本州中南部太平洋岸から九州にかけて

の地域と本州、旧本海岸に分布し 温帯性のガラモ場を構成す

る種類として知られている(野田 ・南波 1989，吉田 1998，

Yoshida et al. 2004， Shimabukuro et al. 2008)。一方，キ

レパモクは本州中南部太平洋岸から九州，南西諸島に分布し，

コプクロモクは本州中南部太平洋岸から九州|に分布する(吉

田1998，Shimabukuro et al. 2008)。調査測線上には見ら

れなかったが，周辺にはコナフキモク Sargαssumincanum 

Grunow， トサカモク Sargassumcristaefoliwn C. Agardh， 

マジリモク，フタエモク等の亜熱帯性種も見られたことから，

Fig. 4. Yertical seclion of the holdfasl of SargasslIlII 

pilLlliferlllll， showing two lines thal lie along the 

surface of the holdfast. (arrows) 

5 

桜島袴Jj盟のガラモ場は，市H持性種と亜熱帯性種が混生する群

落であると考えられた。

マメタワラ，ヤツマタモク，コブクロモク，キレノてモクと

も春季に生長して夏季までに成熟し，夏季に主枝が脱落する

季節性を示したが，体サイ ズが最大に達する時期や主枝脱落

後の個体の生残等で異なった。

マメタワラは， 3月以降急速に生長し， 5月に謀長，乾重

量共に最大に達して生殖f{f{床を形成した。幼l庄放出後，主枝

は枯死流失したが，流失前に新主枝が茎に形成され，この状

態で7也夏した。しかし， 9月から 2月にかけて新主枝の伸長

は停滞し，群落は数 CIl1の主校を除いて裸地に近い状態が継

続した。ヤツマタモクも 3月以降急速に生長し， rJ~長が 6 月

に，乾重量が5月に最大に達した。幼!距放出後に主校は脱落

したが，流失前に新主校が見られ，越夏した。マメタワラと

同様に， 9月から 2月にかけて新主校のや11長は停滞し，群落

は数cmの主枝を|徐し当て棟地に近い状態が継続した。なお，

同種が著しく生長 ・成熟する 3月から 5月にかけての水温

は約 17'cから 22'cで推移した。これらの結果は，鹿児島
産のマメタワラとヤツマタモクを垂下養殖で観察した寺脇ら

( 1982， 1983a)の報告と概ね一致した。

谷口 ・Lil田(1978)は，石川県能登半島飯田湾のヤツマタ

モクについて報告しており， 5月頃に形成された新主枝は 8

月以降著しく伸長し， 1月に約212cmに達すると報告して

いる。また，月舘 (1984)は，瀬戸内海のヤツマタモクの

新主校は 7-8月頃より生長 し， 12月頃に生長のピークに達

すると報告している。これらの場所では，水温が最低となる

2-3月に生長は一時停滞するが， 4月以降再び急速に伸長し，

5月にかけて最大サイズに達している。一方，鹿児島湾桜島

のヤツマタモクは，新主校と茎，付着器が残存したが，夏以

降の生長でこれらの報告と大きく異なり， ~主体が 2 月以降の

短期間の生長で最大サイズに達し，成熟，脱落していること
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いことから明確な結論には至らなかったが，今後は当該群落

の再生産に及ぼす藻食生物の有無や食圧の程度についても明

らかにする必要があると考える。

ヤナギモクSargassumringgoldianum H訂veyssp. coreanum 

(J.Ag紅dh)Yoshidaやノコギリモク Sargassummacrocarpus 
C. Agardhなどの多年生のホンダワラ属藻類では，付着器断

面に形成される年輪様組織が年級と相関することが知られて

いる (Yoshida1960，村瀬2001)。本研究のヤツマタモクや

マメタワラでも村瀬 (2001)と同様な年輪様組織が見られた

ことから，両種の群落は3年程度の複数年級群で構成されて

いると示唆された。ただし，両種ではすべての個体で年輪様

組織が観察された。本研究では群落の林冠を形成する大型個

体を採集しているため，越年個体は l年目の新規個体よりも

体サイズが大きく，新規個体は採集から漏れた可能性が示唆

された。

コプクロモクは4月以降生長し，藻長，乾重量共に7月に

最大に達した。特に， 5月以降は藻長に著しい変化が見られ

なかったが，葉や側枝の増加によって乾重量が増加した。生

殖器床は6月に確認され，幼旺放出後に藻体は枯死流失し，

群落は9月までに消失した。一方，本種の新規個体は 1月に

確認された。本種の生長や成熟は，寺脇ら(1983b)による

垂下養殖株の結果と概ね一致した。キレパモクもコブクロモ

クと同様に4月以降生長し，藻長，乾重量共に7月に最大

に達した。生殖器床は6月に確認され，幼腔放出後に藻体は

枯死流失し，群落が9月までに消失した。本種の新規個体は

2010年4月に初めて見られたが，寵長は既に 185mmあっ

たことから， 4月以前には出現していたことが示唆された。
両種とも，夏季は一部の付着器を除いて消失したことから，

l年で生活史が完結することが考えられた。

鹿児島県臨摩半島南部のフタエモクは春季に生長し， 6月

に藻長，重量ともに最大に達した後，夏までに枯死流失する

6 

が示唆された。

マメタワラが成熟する時期の水温は約 19-260C(高知県:
Ohno 1979，長崎県:四井ら 1984，三重県:横山ら 1999)，

ヤツマタモクの成熟期の水温は約 17・260C(石川県:谷口・
山田 1978，長崎県:四井ら 1984，三重県:横山ら 1999)

と報告されている。また，培養試験等によるこれらの種類の

生長至適水温は，マメタワラで 15-200C(原口ら 2005)ま

たは 25-300C(馬場2007)，ヤツマタモクで20-25oC (原

口ら 2005，吉田 2005)または 250C (馬場2007) と報告

されている。実験条件や材料の生育地が異なることから水温

帯が若干異なる点はあるが，これらの水温は鹿児島産両種の

生長・成熟時期の水温に概ね一致していた。また，両種生育

上限水温はヤツマタモクで300C(吉田2005)または31OC(原
口ら 2005)，34 oC (松井・大員 1981，馬場2007)，マメタ

ワラで300C (原口ら 2005)または 320C (馬場2007) と

報告されている。調査期間中に水温が300C以上になること
はなかったが， 280C以上の期聞が8月2日から 9月11日

までの40日間持続し，最高29.4oCに達した。水温は9月

以降低下するが， 12月上旬で200C前後と水温の低下は緩
やかだ、った。一方，能登半島飯田湾のヤツマタモク群落では，

水温が8月に最高に達した後， 9月以降水温は低下し， 10月

で200Cを下回り， 12月下旬には 100Cまで低下している(谷
口・山田 1978)。鹿児島産のヤツマタモクやマメタワラの新

規加入個体や新主枝の生長が秋に見られないのは，当該期の

水温環境が鹿児島と他地域で異なる可能性が第一に考えられ

る。また，寺脇ら(1982，1983a)は，藻食生物による食圧

が秋季に多く見られたことを指摘している。藻食生物の食圧

は低水温条件では抑制されることがアイゴで報告されており

(木村2006，川俣2006)，秋季に他地域よりも高水温であ

る鹿児島県は食圧の影響をより強く受ける可能性も考えられ

る。本研究では食圧に注目した観察や実験をおこなっていな
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ことが報告されている(島袋ら 2007b)。コプクロモクとキ

レパモクはフタエモクよりも成熟時期がやや遅い傾向が見ら

れたが，概ね同様の季節性を示した。

調査地の海藻群落は，水深0・1mにヒジキが優占し，その

下部の水深1・2mにマメタワラやイソモク，ヤツマタモクの

生育帯が見られた。コプクロモクやキレパモクの群落も水深

1・3mにかけてパッチ状に見られたが，マメタワラやヤツマ

タモクが生育する場所ではコプクロモクやキレパモクの方が

より深い場所に生育する傾向が見られた (Table1)。

マメタワラやヤツマタモクは5月噴に最大サイズに達し

た後に主枝が脱落するのに対し，コプクロモクやキレパモク

は1・2ヶ月遅れて最大サイズに達した。そのため，調査地の

藻場は， 4・5月噴は藻長 1m以上に達する空間スケールの大

きなガラモ場を呈するが， 6・7月は藻長50cmに満たない亜

熱帯性のガラモ場に似た景観を呈した。マメタワラとヤツマ

タモク，コプクロモク，キレパモクには，時空間スケールで

生育場所を巡る競争が発生していると考えられる。特に，マ

メタワラとヤツマタモクは2年以上の年級群で構成されてお

り，コプクロモクとキレパモクよりも早い時期に繁茂してい

る。また，同所的に4種が生育する場所では，コプクロモク

とキレパモクの方がより深い場所に見られており，マメタワ

ラとヤツマタモクの衰退期や生育下限以深にコプクロモクと

キレパモクが繁茂する群落構造であると考えられた。

生育地は鹿児島湾中央部に位置するが，塩分は雨天等を除

いて33・34psuを示し，黒潮水系の外海域の塩分に近い環境

だった。また，溶存無機窒素 (DIN)は5fJM未満， リン酸

態リン (P04-P)は1μM未満だった。鹿児島県藤摩半島南

部のDINは8μM未満，リン酸態リンは0.9ドM未満(島袋

ら2007b)，高知県土佐湾のDINは9μM未満，リン酸態リ

ンは0.6fJM未満とされており(山中 1985)，これら黒潮水

系の影響を受ける海域と本海域の栄養塩は概ね一致した。本

海域は内湾にもかかわらず，黒潮水系の影響を受ける貧栄養

環境であると考えられた。

鹿児島県栽培漁業協会の取水水温を解析した結果，本海

域における 1972年から 2010年の平均水温は21.40Cだっ
た。特に，冬季平均水温は上昇の傾向にあり， 38年間で約

IOCの上昇が見られた。島袋ら (2007a)は，鹿児島県本

土南東部の志布志湾に生育する温帯性2種，ヨレモクモド

キSargassumyamamotoi Yoshidaとシロコモク Sargassum

kushimotense Yendoの生態と水温環境の長期変化を報告し，

志布志湾の冬季水温が過去25年で上昇傾向にあることを指

摘している。同じような傾向は土佐湾でも報告されており(平

岡ら 2005)，海水温変化の長期予測に基づいて全国的な海藻

植生の変化も懸念されている(桑原ら 2006)。温帯・亜熱帯

推移帯では，冬季の低水温が亜熱帯性海蕩の生残制限要因の

ひとつとなっていることや，低水温によって藻食生物の食圧

が抑制されることで当該期間に藻場が繁茂することが示唆さ

れている(吉田2009)。冬季水温の上昇は，亜熱帯性海藻

の新たな繁茂や藻食生物の食圧抑制効果の低減など，当該海

域の海藻群落構造に何らかの影響を与える可能性が考えられ

た。

南西諸島におけるヤツマタモクの記録と分類学的位置に

ついてはいくつかの意見があるが，温帯域で藻場を形成す

る狭義のヤツマタモクの分布南限はマメタワラと並んで

鹿児島県本土として知られている (Yoshidaet al. 2004， 

Shimabukuro et al. 2008)。ヤツマタモクやマメタワラは鹿

児島湾や薩摩半島北西部に見られるが，分布南限域における

大規模群落として桜島周辺の藻場は希少性が高い。九州南部

は温帯性と亜熱帯性海藻の分布境界域に位置し，植生の変化

が捉えやすいことから，長期的に藻場の経年変化を継続して

観察すると共に，藻場構成種の温度耐生や群落変動のメカニ

ズムを明らかにしていく必要があると考える。
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